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   本単元で目指す児童の姿  

本単元で目指す

児童の姿 

比の意味や表し方を理解し，生

活の中（クッキーの分量）の比で

表される事柄について，図や式な

どを関連付けて数量の関係を説明

することを通して，比の良さに気

付き日常の生活や学習に活用しよ

うとしている。 

育成を目指す 

資質・能力 

知識及び技能 
比の意味や表し方を理解し，数量の関係を比で表したり，等

しい比をつくったりすることができる。 

思考力，判断力， 

表現力等 

日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用い

て数量の関係の比べ方を考察し，それを日常に生かすことがで

きる。 

学びに向かう力， 

人間性等 

 数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討

してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに

気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする。 

       課題発見・解決学習の過程 

 

 

              

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の作った説明書を振り返ろう。この方法は他の学習や生活のどんな場面

で使えるかな。 

情
報
の
収
集 

 パフォーマンス課題 

総合的な学習の時間につくった絵本の最後で，特産品

をつかったレシピを紹介するために，小麦粉とバターと

砂糖を４：２：１の分量で 1 枚あたり 10.5ｇのクッキー

を試作します。実際に１０枚分のクッキーを作るのに必

要なそれぞれの材料の分量を求めましょう。また, レシ

ピと材料の分量の求め方が分かる説明書を作り，５年生

に材料の求め方を説明しましょう。 

整
理
・
分
析 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

振
り
返
り 

実
行 

クッキーを作るために必要な材料の量を求めるにはどうしたら
いいのかな。 

塩谷・日之浦方面 

日之浦→塩谷 

単元構成（思考のプロセス） 

ルーブリック（見直し・改善） 

主体的・対話的で深い学びのための指導のポイント 

 実際に作るというゴールを知らせることで，課

題への意欲を高めるとともに学習の目的を明確

にする。 
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○ 速さと道のり

が分かったから，

かかる時間を求

めたいな。 

 （時間の求め方） 

○ 道のりが分らな

い箇所がある。か

かる時間と速さは

分かっているか

ら，道のりを求め

てみたいな。 

（道のりの求め方） 

 

尺度 分量の求め方の説明 

３ 
特産品を使ったクッキーを作るために必要な材料の分量を図や式を用いて求め，図，式，言

葉を矢印などを使い関連付けて説明書を書き，関係を指し示しながら説明することができる。 

２ 
特産品を使ったクッキーを作るために必要な材料の分量を図や式を用いて求め，図，式，言

葉を矢印などを使い関連付けて説明書を書き，説明できる。 

１ 特産品を使ったクッキーを作るために必要な材料の分量を求め，説明書を書き，説明できる。 

 

５ ３ 

４ 

パフォーマンス課題の設定 

比の性質を知る。 

課
題
の
設
定 

総合的な学習の時間と関連付けて，見通しをもつ。 

２ 

１ 

 比の表し方と意味が分かったよ。 

 数は違って

も，比の値が

等しければ 2

つの比は等し

いんだね。 

 ①比の一方が分かれば等しい比

をつくってもう一方を求められた

よ。 

  

 ②全部を決まった配分で分けるに

は全体と部分に着目するといいこと

が分かったよ。 

 

 小数や分数

でも比で表し

たり簡単な比

にしたりでき

るんだな。 

 比の両方の数

に同じ数をかけ

てできる比は元

の比と等しくな

ることが分かっ

たよ。 

 

生活の中の比を使った問題から材料の分量を求めるのに適した方法を考える。 

クッキーを実際に作るための分量を求めて，材料の求め方の説明書を書く。 

 

求めた材料で実際にクッキーを作ってみよう。 

 パフォーマンス課題のように具体的な数値を

用いた問題に取り組ませ，これまで学習したこ

とを根拠として解決し説明させる。 

 毎時間説明する時間を設け，友達に分かりやす

く伝えるために三角ロジックを意識させる。 

 大体の分量で材料を実際に見せることで量の

イメージをもたせ，求めた量が正しいかの判断

材料にさせる。 

 クッキーを作るのに必要な材

料の量が比で表されているな。 

 

他の学習や生活の中で比を用いると便利な

場面を見付けさせることで，これから利用し

ていきたいという思いをもたせる。 

 ２つの問題を比較させ，パフォーマンス課題

に適した方法はどちらか考えさせる。 

１つの材料の１０

枚分の分量を求めて

から他の分量を求め

よう。 

２つの方法を比較すると，②のやり方の方が材料を求めるのに適しているな。 

 分量の求め方の説明

書は，図や式を関連付け

てまとめると分かりや

すいな。 

５年生に絵本とレシピを紹介しよう。 

 比の両方

の数に同じ

数で割ると

簡単な比に

できるね。 

 

それぞれの材料

の分量を求めてか

ら１０倍して求め

よう。 

 根拠となる図や式をタブレットなどで友達に

指し示しながら説明させることで理解を深めさ

せる。その際記号などを用いて関連付けることを

意識させる。 

友達と説明し合った中で，分かりやすい説

明のポイントを整理し，それらを生かして説

明させる。 
学級活動との関連 

総合的な学習の時間との関連 


